
住宅街での取り組み紹介①

生ごみ減量に取り組む方々 住宅街での取り組み紹介②

ちょうちょの幼虫さん、
かわいいよ！

　こちらは市内の住宅街にお住まいの鈴木さんのお宅です。

　鈴木さんのお宅では、生ごみを電気式生ごみ処理機（バイオ式）で、

庭の落ち葉などは設置型コンポスト３基でたい肥にしています。

　コンポストなどは約20年前から使い始め、できたたい肥は庭で活用

しています。

　ご夫婦お二人で手入れする庭には四季折々の花が咲き、蝶や蜂が訪

れ、住宅街にあるとは思えない空間が広がっています。

　ニュータウン地区の住宅街にお住

まいの伊藤さんは、ダンボールコン

ポストで、生ごみをたい肥にしてい

ます。

　ダンボールコンポストを始めたの

は平成25年頃。生ごみの量を減らし

て指定収集袋代を節約したい！とい

う思いから講習会に参加したそう

です。

　そして、なんと今では可燃ごみは、

ほぼ月に１回、ミニサイズ（５リット

ル）の袋を出すだけになりました。

　できたたい肥は庭で、野菜や花を

育てるために使っていますが、使わ

ないときは市のたい肥の引き取り

制度を利用して、基材と交換してい

ます。

　ダンボールコンポストに虫が出た

ときは驚いたものの、虫とも共存す

ればいいかな、と考えて、現在まで

続けています。

　庭の柚子の木には蝶が卵を産み、

幼虫が暮らし、娘さんたちも幼虫を

かわいがって育てています。
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